
























































コ ア 化 し て う え で 足 し 合 わ せ て お り 、 野 呂




























































































1 9 9 0）に倣い分析戦略として多重対応分析
（MCA）が用いられることがしばしばある（三重

























































コーホートは大きく 3 つの世代に分ける。第 1
世代は昭和 10（1935）年～昭和 29 年（1954）、
年生まれ、第 2 世代は昭和 30（1955）年～昭和

































（inertia）はそれぞれ 0. 101, 0. 0015 で、それぞれ




















































































































































































































































































ている）。対応分析（図 2）の第 2 象限に突出し
た財のうち、ピアノとPCは困難度・識別力がと
もにやや高く、エアコン、ビデオデッキ、電子レ













































































































































































































































前節までに 2 つの分析手法を用いて、18 の所


























































Variable Mean Std. Dev. Min Max
M0 MCAスコア全体 0.000 1.000 -2.046 1.694
M1 MCAスコア世代別 0.000 1.000 -8.230 3.567
L0 IRTスコア全体 0.002 0.948 -2.177 2.007
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rowscore (dim=1; standard norm.)
Graphs by RECODE of cohort and kurashi
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Graphs by RECODE of cohort and kurashi
図13　世代別、暮らし向き別に見たMCAスコア（世代別）の分布
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empirical Bayes' means for L1
Graphs by RECODE of cohort and kurashi
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model 0 model 1 model 2 model 3 model 4
男性ダミー 0.578 ＊ 0.637 ＊ 0.634 ＊ 0.622 ＊ 0.638 ＊
世代（第 1 世代）
　第 2 世代 1.023 ＊ 0.197 ＊ 1.229 ＊ 0.279 ＊ 1.239 ＊
　第 3 世代 1.055 ＊ -0.080 1.401 ＊ -0.096 1.430 ＊
父学歴（中卒）
　高卒 0.644 ＊ 0.482 ＊ 0.498 ＊ 0.515 ＊ 0.491 ＊
　短大以上 1.279 ＊ 1.039 ＊ 1.067 ＊ 1.074 ＊ 1.039 ＊
　不明 -0.323 ＊ -0.312 ＊ -0.304 ＊ -0.324 ＊ -0.311 ＊
暮らし向き（貧しい）
　やや貧しい 0.736 ＊ 0.481 ＊ 0.537 ＊ 0.496 ＊ 0.508 ＊
　普通 1.221 ＊ 0.693 ＊ 0.778 ＊ 0.776 ＊ 0.749 ＊
　やや豊か 1.731 ＊ 0.966 ＊ 1.074 ＊ 1.089 ＊ 1.018 ＊
　豊か 1.604 ＊ 0.759 ＊ 0.869 ＊ 0.891 ＊ 0.807 ＊
父職（専門）
　管理 -0.254 ＊ -0.383 ＊ -0.362 ＊ -0.362 ＊ -0.373 ＊
　事務 -0.617 ＊ -0.607 ＊ -0.600 ＊ -0.614 ＊ -0.605 ＊
　販売 -0.770 ＊ -0.859 ＊ -0.834 ＊ -0.858 ＊ -0.843 ＊
　熟練 -1.284 ＊ -1.305 ＊ -1.292 ＊ -1.318 ＊ -1.293 ＊
　半熟練 -1.304 ＊ -1.328 ＊ -1.314 ＊ -1.337 ＊ -1.311 ＊
　非熟練 -1.751 ＊ -1.675 ＊ -1.665 ＊ -1.706 ＊ -1.670 ＊
　農林 -1.771 ＊ -1.636 ＊ -1.650 ＊ -1.660 ＊ -1.639 ＊
　無職 -1.605 ＊ -1.373 ＊ -1.374 ＊ -1.424 ＊ -1.380 ＊





cut1 -1.142 -2.313 -1.545 -2.185 -1.572
cut2 1.674 0.678 1.416 0.759 1.380
cut3 2.917 1.963 2.699 2.035 2.666
N 12060 12060 12060 12060 12060
ll -13019.063 -12621.88 -12679.78 -12700.11 -12662.175








































































査および 2005 年SSM調査の個票データ（2015 年






1） 1995 年SSM調査では 15 歳時所有財の項目が本論
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